
『
式
子
内

親
王
集

』
第
三

類
ｂ
本

再
攷

－
附
架
蔵

本
紹
介

－

武
井

和
人

一
、
は
じ
め
に

『
式
子
内
親
王
集
』
第
三
類
ｂ
本
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
式
子
内
親

王
集
伝
本
考

－
第
三
類
本
再
考
及
び
簗
瀨
本
紹
介

－
」
（
『
都
大
論
究
』
一
五
、
一
九

七
八
・
三
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
論
は
、
改
編
・
補
訂
の
上
、
拙
著
『
中

世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
［
笠
間
叢
書
二
二
一
］
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
・
七
）
に
収
め

た
が
、
結
論
に
変
更
は
な
い
。
そ
こ
で
の
結
論
を
踏
ま
へ
た
上
で
、
『
式
子
内

親
王
集
』
の
伝
本
系
統
樹
を
示
す
と
、
次
の
や
う
に
な
る
。

こ
の
や
う
に
、
第
三
類
ｂ
本
だ
け
が
他
系
統
諸
本
と
対
立
す
る
。

前
掲
拙
稿
で
示
し
た
第
三
類
ｂ
に
属
す
る
伝
本
は
、

28

竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
本

29

桃
園
文
庫
蔵
Ｅ
本

30

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
蔵
本

こ
の
三
本
な
の
で
あ
る
が
、
執
筆
時
点
で
実
際
に
参
看
す
る
こ
と
が
出
来
た
第

三
類
ｂ
に
属
す
る
伝
本
は
、

30

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
蔵
本
、
こ

の
僅
か
一
本
だ
け
で
あ
つ
た
（

28

・

29

の
本
文
は
、
國
島
章
江
『
式
子
内
親
王
集
守
覚
法
親
王

集
〔
古
典
文
庫
一
四
四
〕
』
（
一
九
五
九
・
七
）
の
校
異
を
参
看
し
て
立
論
し
た
）
。
た
め
に
、
行

論
の
立
脚
点
は
、
実
の
と
こ
ろ
極
め
て
あ
や
ふ
い
も
の
で
あ
つ
た
と
い
は
ざ
る

を
え
な
い
。

そ
の
後
、

28

・

29

と
も
に
所
在
を
確
認
、
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
両
本

の
書
誌
概
要
は
次
の
如
し
（

30

の
書
誌
は
前
掲
拙
稿
参
看
）
。

○
天
理
図
書
館
蔵
竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
本

〔
九

一
〇

・
二

・
一

四
三

九
・

六
二

一
〕

前
掲
拙
著
で
は
「
現
在
所
在
不
明
。
…
…
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
記
載
が

な
く
、
そ
の
後
の
蒐
集
に
か
か
る
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
ま
た
竹
柏
園
の

蔵
書
の
か
な
り
の
部
分
を
引
き
継
い
だ
天
理
図
書
館
に
も
、
カ
ー
ド
を
検

索
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
」
（
五
二
頁
）
と
報
告
し
た
。
し
か
し
近

時
、
や
は
り
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
、
同
館
の
蔵
書
検

索
（

Ｏ

Ｐ

Ａ

Ｃ

）
で
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録

和
漢
書
之
部

第
五
輯
』
（
二
〇
一
〇
・
一
〇
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
で
詳
細

［
第
一
類
］

《
修
訂
》

［
第
三
類
ａ
］

〔
＋
Ｄ
〕

年
《
錯
簡
》

［
第
二
類
］

《
修
訂
》

［
第
四
類
］

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

3914

〔
＋
ｄ
〕

《
Ｂ
百
首
ニ
闕
脱
》

［
第
三
類
ｂ
］

※
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

百
首

歌
Ｄ

・
ｄ

→
勅

撰
集

に
よ

る
補

遺



な
書
誌
が
記
載
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
書
誌
に
関
し
て
は
同
目
録
に
譲
る
こ

と
と
し
、
若
干
を
補
ふ
に
と
ど
め
る
。
新
補
前
表
紙
見
返
し
に
天
理
図
書

館
の
受
入
印
が
捺
さ
れ
「
平
成
十
七
年
十
月
十
七
日
」
と
あ
る
の
で
、
近

年
整
理
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
奥
書
が
巻
末
に
あ
る
。

此
一
冊
者
加
藤
家
之
本
也
僕
有
故
暫
借
願
之

間
為
與
一
女
子
於
番
丘
之
仮
寓
令
書
冩
之
畢

于
時
寶
暦
三
天
卯
月
下
九
日

灌
園
斉

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
書
写
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。

○
東
海
大
学
中
央
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
Ｅ
本

〔
桃

・
三

〇
・

五
〕

前
掲
拙
著
執
筆
時
点
で
は
東
海
大
学
所
蔵
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
え
た
も

の
の
、
未
調
査
故
、
詳
細
な
記
載
は
な
し
え
な
か
つ
た
。
僅
か
に
『
桃
園

文
庫
和
装
本
目
録

事
務
用
目
録
』
（
東
海
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
七
九
・
一
〇
）

に
よ
り
知
り
得
た
こ
と
が
ら
を
摘
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
『
桃

園
文
庫
目
録

中
巻
』
（
一
九
八
八
・
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
詳
細
な
書
誌
が
記

載
さ
れ
た
の
で
、
同
目
録
に
よ
つ
て
知
り
得
た
こ
と
を
、
拙
稿
「
『
式
子

内
親
王
集
』
伝
本
研
究
補
綴
」
（
『
研
究
と
資
料
』
三
五
、
一
九
九
六
・
七
）
で
紹
介

し
た
。
近
時
、
実
見
の
機
会
を
得
、
や
う
や
く
の
こ
と
で
本
文
を
精
査
し

得
た
。
奥
書
が
巻
末
に
あ
る
。

式
子
内
親
王
家
集
終
黒
紙
二
十
三
枚

文
政
癸
未
夏
四
月
書
畢杉
木
道
寧
蔵

文
政
癸
未
（
六
年

＝
一
八
二
三
）
の
書
写
と
見
て
良
い
と
思
ふ
（
ち
な
み
に
い
ふ
、

書
写
者
と
覚
し
き
杉
木
道
寧
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
未
勘
と
す
る
他
な
い
。
た
だ
し
、
「
小
田

原
市
立
図
書
館
藤
田
西
湖
文
庫
目
録
」
（
同
館

Ｗ

Ｅ

Ｂ

所
掲

Ｐ

Ｄ

Ｆ

）
に
よ
る
と
、
『
直
心
影
流
兵

法
究
理
之
巻
』
〔
七
三

－
二
八
五

－
〇
七
九
〕
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
四
月
・
杉
木
新
次
郎

道
寧
な
る
識
語
を
持
つ
と
い
ふ
（
該
本
未
見
）
。
時
期
的
に
見
て
同
じ
人
物
で
あ
ら
う
と
は
推
測

す
る
）
。

ま
た
近
時
、
幸
ひ
に
も
一
本
入
手
す
る
を
得
た
。

○
武
井
蔵
本

『
一
誠
堂
古
書
目
録
』
第
一
一
二
号
（
二
〇
一
一
・
六
）
所
掲
。
従
来
そ
の

存
在
が
全
く
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
伝
本
。
帙
入
。
袋
綴
装
１
冊
。

27

・

３
×

19

・
１

cm

。
表
紙
は
草
花
唐
草
繋
押
文
様
、
藍
色
紙
表
紙
。
原
表
紙

か
と
思
は
れ
る
。
表
紙
左
に
題
簽
（
白
無
地
、

12

・
８

×
４

cm

。
た
だ
し
後
補
。
近

代
に
入
つ
て
の
も
の
か
）
が
貼
ら
れ
「
式
子
内
親
王
集
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
次
頁

掲
載
図
版
参
照
）
。
端
作
題
「
式
子
内
親
王
集
」
（
次
頁
掲
載
図
版
参
照
）
。
墨
付

21

丁
。
本
文
料
紙
は
所
謂
斐
楮
混
漉
。
前
表
紙
見
返
し
左
下
に
印
文
未
勘
の

蔵
書
印
（
長
方
朱
印
、
単
郭
、
陽
刻
）
が
一
顆
捺
さ
れ
る
（
後
掲
図
版
参
照
）
。
一
面

11

行
、
和
歌
一
首
一
行
書
。
本
文
と
同
筆
か
と
思
は
れ
る
筆
で
墨
・
朱
に

よ
る
書
入
れ
が
存
す
る
（
一
部
別
筆
墨
筆
歟
）
。
奥
書
・
識
語
は
存
し
な
い
が
、

江
戸
初
期
（
元
禄
ま
で
下
る
こ
と
は
な
い
と
思
ふ
）
写
か
と
目
さ
れ
る
。
以
下
架

蔵
本
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
ほ
、
全
文
の
画
像
は
「
学
術
情
報
発
信
シ

ス
テ
ム

Ｓ

Ｕ

Ｃ

Ｒ

Ａ

」
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
参
看
さ
れ
た
い
。



小
論
で
は
、
実
際
に
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
二
本
、
及
び
新
た
に
見
出
さ

れ
た
架
蔵
本
を
加
へ
て
、
第
三
類
ｂ
本
全
体
を
再
度
考
へ
直
し
て
み
た
い
。
最

終
的
に
は
、
現
行
第
三
類
ｂ
本
の
直
接
の
祖
本
に
、
こ
れ
ら
四
本
か
ら
ど
こ
ま

で
迫
れ
る
か
、
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま
で
推
し
て
み
た
い
。
な
ほ
、
以
下
本
文
・
図

版
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
最
も
書
写
時
期
が
古
い
と
目
さ
れ
る
新
出
伝
本
た

る
武
井
蔵
本
（
以
下
架
蔵
本
）
を
以
て
す
る
。

二
、
形
態
か
ら
見
た
第
三
類
ｂ
本
の
特
徴
➀

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

前
掲
拙
著
で
、
第
三
類
ｂ
本
の
見
て
く
れ
の
特
徴
を
論
じ
た
が
、
そ
れ
ら
を

取
捨
し
た
上
で
要
点
を
整
理
し
、
若
干
補
足
し
て
示
す
と
以
下
の
や
う
に
な
る
。

①
式
乾
門
院
御
匣
の
歌
「
高
砂
の
お
の
へ
の
霞
た
ち
ぬ
れ
と
な
を
ふ
り
つ
も

る
松
の
白
雪
」
（
三
五
四

※
新
編
私
家
集
大
成
に
よ
る
。
歌
番
号
も
）
が
ｄ
歌
群
に

存
し
な
い
。

→
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺
と
し
て
は
正
し
い
、
と
い
ふ
よ
り
、
ご
く
自
然
な

処
理
で
あ
る
（
む
し
ろ
、
他
系
統
諸
本
に
お
い
て
、
何
故
／
如
何
に
し
て
、
式
乾
門
院
御

匣
の
歌
が
紛
れ
込
ん
だ
の
か
、
と
い
ふ
方
が
よ
り
根
源
的
な
問
題
た
り
う
る
）
。
第
三
類

ｂ
系
統
以
外
の
諸
本
に
は
こ
の
歌
が
あ
る
の
で
、
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺

（
Ｄ
・
ｄ
）
は
二
人
の
人
間
に
よ
つ
て
別
個
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

②
第
一
・
二
類
諸
本
に
見
ら
れ
る
重
出
歌
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
歌
群
に
既
出
の
歌
が
、
Ｄ
歌

群
に
誤
つ
て
再
録
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
）
が
存
し
な
い
。

→
①
と
同
様
に
、
別
人
が
別
個
に
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺
を
加
へ
た
と
考
へ

ら
れ
る
（
重
出
歌
を
含
む
Ｄ
歌
群
を


濾
過


し
て
ｄ
歌
群
た
ら
し
め
た
、
と
い
ふ
考
へ

方
も
あ
り
う
る
が
、
蓋
然
性
は
乏
し
い
と
思
ふ
）
。

③
ｄ
歌
群
に
お
け
る
和
歌
の
配
列
が
、
第
一
・
二
類
本
に
お
け
る
Ｄ
歌
群
の

配
列
と
比
べ
て
、
よ
り
勅
撰
集
の
配
列
を
正
し
く
反
映
し
て
ゐ
る
。

【架蔵本・墨付第１丁表】

【架蔵本・前表紙】



→
こ
の
ケ
ー
ス
は
、

①
②
と
は
異
な
り
、
別
人
が
別
個
に
勅
撰
集
に
よ
る

補
遺
を
加
へ
た
故
と
も
、
ｄ
歌
群
を
付
加
し
た
某
が
精
選
し
た
故
と
も

考
へ
ら
れ
、
い
づ
れ
と
も
断
定
出
来
な
い
。

④
Ｄ
・
ｄ
歌
群
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
文
言
が
、
第
三
類
ｂ
と
そ
れ
以
外
の
諸

本
で
は
書
式
が
異
な
る
。

第
三
類
ｂ

…
…
…
…
「
右
の
外
勅
撰
に
有
之
歌
」

そ
れ
以
外
の
諸
本

…
…
…
…
「
雖
入
勅
撰
不
見
家
集
歌
」

「
此
外
勅
撰
入
歌
」
（
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
・
池
田
家
文
庫
本
の
み
）

⑤
本
文
に
相
当
量
の
闕
脱
が
存
す
る
。

闕
脱
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。
即
ち
、

⑴
一
首
全
体
を
闕
く
場
合
と
、

⑵

一
首
の
一
部
分
（
第
三
句
以
下
が
多
い
）
を
闕
く
場
合
と
で
あ
る
。

⑴
を
私
家

集
大
成
の
歌
番
号
で
示
す
と
、

一
八
〇
～
一
九
二

⑵
を

28

竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
本
で
示
す
と
、

梅
の
は
な
恋
し
き
こ
と
の
本
（
一
〇
）

花
ハ
今
そ
こ
は
か
と
な
く
本
（
一
一
）

さ
ら
す
と
て
し
の
は
ん
本
（
二
九
）

夏
の
よ
ハ
や
か
て
か
た
ふ
く
本
（
三
〇
）

を
し

こ
め

て
秌

の
哀

に
本
（
四
八
）

吹
風

に
た

く
ふ

千
鳥

ハ
本
（
六
七
）

お
も
ふ
よ
り
猶
ふ
か
く
こ
そ
本
（
六
八
）

苔
む
し
ろ
岩
根
の
本
（
八
六
）

袖
し
け
し
今
朝
の
雪
ま
に
本
（
一
〇
四
）

ほ
と
ゝ
き
す
忍
ひ
ね
や
本
（
一
二
二
）

め
く
り
く
る

时
雨
の
本
（
一
六
一
）

あ
さ
ま
し
や
浅
か
の
ぬ
ま
の
花
か
つ
ミ
本
（
一
七
九
）

ふ
き
と
む
る
春
を
う
ら
む
る
鴬
の
本

枝
に
か
ゝ
れ
る
（
二
二
一
）

时
雨
つ
ゝ
四
方
の
も
み
ち
ハ
散
本
（
二
六
〇
）

住
な

れ
し

跡
を

忍
ふ

る
嬉

し
さ

よ
本

す
く

ふ
身

と
ハ

し
ら

す
や
（
三
五
七
）

と
な
る
。
「
本
」
な
る
記
載
が
示
す
如
く
、
竹
柏
園
本
の
書
写
者
た
る
灌

園
斉
（
伝
未
勘
）
、
あ
る
い
は
、
竹
柏
園
本
の
親
本
（
乃
至
そ
れ
以
前
の
祖
本
）
の

書
写
者
某
は
、
闕
脱
を
闕
脱
と
し
て
認
識
し
て
ゐ
た
こ
と
は
あ
ら
は
で
あ

る
。
た
だ
し
「
本
」
な
る
記
載
は
、
他
の
第
三
類
ｂ
本
に
は
存
し
な
い
の

で
、
転
写
の
あ
る
段
階
で


付
与


さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
形
態
上
の
特
徴
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
、
第
三
類
ｂ
本
が
他
の
系

統
と
相
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
な
ほ
、
各
伝
本
を
仔

細
に
見
る
と
、
そ
の
こ
と
は
よ
り
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

前
掲
拙
稿
で
は
言
及
し
て
ゐ
な
い
。
節
を
改
め
る
。

三
、
形
態
か
ら
見
た
第
三
類
ｂ
本
の
特
徴
➁

１
部
立
題
の
書
か
れ
方

第
一
節
で
図
版
を
掲
出
し
た
架
蔵
本
冒
頭
部
分
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
釈

文
で
示
す
と
、



式
子
内
親
王
集

百
首春
二
十
首

と
な
つ
て
ゐ
る
。
同
じ
部
分
を
、
新
編
国
歌
大
観
・
新
編
私
家
集
大
成
の
底
本

と
な
つ
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
Ａ
本
〔
五
〇
一
・
三
二
〕
（
第
一
類
）
で
示
す
と
、

前
小
斎
院
御
百
首

式
子
内
親
王

春

と
な
つ
て
ゐ
る
（
ち
な
み
に
、
「
斎
」
字
は
存
疑
と
す
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、
恐
ら
く
は
、
誤
つ
て

「
斎
」
字
を
「
小
斎
」
と
二
字
に
分
解
し
て
認
識
し
て
し
ま
つ
た
が
故
の
誤
写
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
拙

稿
「
『
式
子
内
親
王
集
』
所
収
三
種
の
百
首
歌
の
成
立
順
に
つ
い
て

－
簗
瀬
説
そ
の
後

－
」
〔
簗
瀬
一
雄

著
『
中
世
和
歌
研
究
［
簗
瀬
一
雄
著
作
集
四
］
』
［
加
藤
中
道
館
、
一
九
八
一
・
六
］
所
収
〕
参
看
）
。

端
作
題
の
異
同
は
ひ
と
ま
づ
お
く
と
し
て
（
と
す
る
含
意
を
い
さ
さ
か
記
し
て
お
け
ば
、

「
式
子
内
親
王
集
」

＋
「
百
首
」

「
前
斎
院
御
百
首
」
と
い
ふ
対
立
は
、
書
写
時
に
お
い
て
発
現

し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
根
源
的
な
対
立
を
十
二
分
に
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
し
か

と
議
論
さ
れ
る
べ
き
躰
の
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
諸
本
に
お
い
て
か
か
る
対
立
が
系
統
を
ま

た
い
で
あ
ら
は
れ
て
を
り
、
書
写
・
伝
来
時
、
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
無
関
係
か
つ
多
発
的
に
お
こ

つ
た
と
覚
し
く
、
そ
の
た
め
、
い
ま
だ
実
証
的
に
論
ず
る
に
は
至
ら
な
い
）
、
そ
の
次
、
「
春
二

十
首
」
と
歌
数
を
明
示
す
る
の
は
、
第
三
類
ｂ
本
の
み
で
あ
つ
て
、
他
系
統
の

諸
本
は
そ
ろ
つ
て
「
春
」
に
作
る
。
な
ほ
こ
の
部
分
の
異
同
は
、
古
典
文
庫
に

校
異
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
を
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
、
従
来
（
小
論
の
筆
者
を
含
め
て
）

顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
確
か
に
微
細
な
相
違
で
あ
り
、
無
視
し
う
る

ヽ
ヽ

ヽ

程
度
の
も
の
で
あ
る
と
も
解
し
う
る
が
、
か
り
に
こ
の
異
同
を
重
く
受
け
止
め

よ
う
と
す
れ
ば
、
系
統
樹
を
組
み
直
す
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。

即
ち
、
い
ま
ま
で
小
論
の
筆
者
は
、

＋
Ｄ

第
一
・
二
・
三
ａ
・
四
類

…
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
百
首

＋
ｄ

第
三
類
ｂ

と
主
張
し
て
来
た
の
だ
が
、

…
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
百
首

＋
Ｄ

第
一
・
二
・
三
ａ
・
四
類

…

A'

・

B'

・

C'

百
首

＋
ｄ

第
三
類
ｂ

と
考
へ
た
方
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
見
立
て
を
補
強
し
る
う
か
と
思
は
れ
る
徴
証
が
一
つ
だ
け
存
す
る
。
第

三
類
ｂ
本
以
外
の
諸
本
に
お
い
て
は
、
Ａ
歌
群
と
Ｂ
歌
群
と
の
間
に
「
又
」
字

が
存
す
る
。
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
百
首
歌
を
一
具
の
も
の
と
し
て
解
す
る
か

否
か
を
め
ぐ
つ
て
、
研
究
史
に
お
い
て
論
争
が
あ
つ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

し
か
し
、
第
三
類
ｂ
本
は
一
致
し
て
こ
の
「
又
」
字
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

と
述
べ
立
て
た
と
こ
ろ
で
、
こ
と
の
最
終
的
な
決
着
は
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト

に
お
け
る
校
勘
の
結
果
の
総
合
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
の
だ
が
、

か
か
る
可
能
性
を
絶
え
ず
顧
慮
し
て
の
校
勘
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
け
は
、
よ

く
よ
く
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
（
ち
な
み
に
い
ふ
、
〈
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
百
首
〉
と
〈

A'

・

B'

・

C'

ヽ
百
首
〉
と
い
ふ
風
に
、
原
家
集
が
ど
の
や
う
な
事
情
で
い
つ
ご
ろ
分
岐
し
た
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
得
心
し
う
る
論
を
な
し
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
根
源
的
な
対
立
（
例
へ
ば
、
式

子
自
筆
本
段
階
で
の
初
稿
本
・
再
稿
本
と
い
つ
た
如
き
）
に
ま
で
遡
及
す
る
と
ま
で
は
考
へ
て
ゐ
な
い
。



恐
ら
く
は
、
転
写
の
過
程
で
生
じ
た


分
岐


で
あ
ら
う
と
は
思
ふ
。
こ
の
点
、
第
五
節
で
再
度
触
れ

る
）
。

２
Ｄ
歌
群
に
お
け
る
詞
書
の
書
か
れ
方

一
事
例
と
し
て
、
Ｄ
・
ｄ
歌
群
冒
頭
の
歌
（
千
載
集
・
春
下
・
一
二
四
、
式
子
・
三
〇

一
）
を
架
蔵
本
で
引
い
て
み
る
。

千
載
集
春
の
部

弥
生
の
晦
日
に
讀
る

詠
れ
ハ
思
ひ
や
る
へ
き
方
そ
な
き
春
の
限
り
の
夕
暮
の
空

書
陵
部
Ａ
本
で
は
こ
こ
が
次
の
や
う
に
な
る
。

三
月
の
つ
こ
も
り
こ
ろ
よ
み
侍
け
る

千

な
か
む
れ
ハ
お
も
ひ
や
る
へ
き
か
た
そ
な
き
春
の
か
き
り
の
夕
暮
の
空

詞
書
本
文
の
相
違
も
重
た
い
事
実
だ
が
（
そ
れ
ぞ
れ
が
依
拠
し
た
『
千
載
集
』
の
系
統

が
異
な
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
第
三
類
ｂ
本
の
み
「
晦
日
」
に
作
り
、
他
系

ヽヽ
統
本
は
「
つ
こ
も
り
こ
ろ
」
に
作
る
、
と
い
つ
た
如
く
、
そ
の
徴
証
は
多
く
指
摘
し
う
る
。
な
ほ
、
怱

卒
の
調
査
結
果
で
は
あ
る
が
、
『
千
載
集
』
の
プ
ロ
パ
ー
本
文
は
「
つ
こ
も
り
」
で
あ
る
）
、
こ
こ
で

は
勅
撰
集
名
の
扱
ひ
に
よ
り
眼
を
注
ぎ
た
い
。
架
蔵
本
で
は
、
詞
書
に
部
立
名

を
と
も
な
つ
て


露
出


に
し
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
書
陵
部
Ａ
本
（
に
限
ら
ず
、

第
三
類
ｂ
本
以
外
の
諸
本
は
す
べ
て
）
は
、
集
付
で


済
ま
せ
て
ゐ
る


。

従
来
小
論
の
筆
者
は
、
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺
（
Ｄ
・
ｄ
）
を
加
へ
た
人
物
が
、

第
三
類
ｂ
と
そ
れ
以
外
で
は
異
な
る
だ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
、
主
と
し
て
、
補

遺
と
し
て
加
へ
ら
れ
た
和
歌
の
配
列
・
本
文
、
補
遺
そ
の
も
の
の
精
撰
の
差
な

ど
を
根
拠
に
推
定
し
て
来
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
、
こ
こ
で
見
た
詞
書
書
式
の
相

違
も
加
へ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
か
つ
て
の
拙
稿
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
す
る
と
共

に
、
こ
こ
に
以
て
補
訂
と
し
た
い
。

３
集
付
の
書
か
れ
方

２
で
、
Ｄ
・
ｄ
歌
群
別
編
者
で
あ
る
徴
証
を
一
つ
追
加
し
た
の
だ
が
、
徴
証

は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
第
三
類
ｂ
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
の
集
付
書
式
の

相
違
も
、
有
力
な
徴
証
と
見
做
し
う
る
。
一
事
例
と
し
て
、
Ａ
歌
群
に
お
け
る

最
初
の
集
付
を
見
て
み
よ
う
。

架
蔵
本
に
お
け
る
集
付
は
原
則
的
に
朱
筆
を
以
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ

が
、
墨
付
第
１
丁
裏
（
因
み
に
架
蔵
本
１
丁
表
に
は
集
付
は
存
し
な
い
。
こ
の


現
象


は
他
本

に
お
い
て
も
お
よ
そ
同
様
）
に
限
つ
て
、
墨
筆
で
集
付
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
扱

ひ
を
ま
づ
考
へ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
図
版
で
示
す
と
（
歌
番
号
一

〇
、
一
三
、
一
二
。
新
編
国
歌
大
観
・
私
家
集
大
成
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
Ａ
本
の
み
、
一
二
・
一
三

と
い
ふ
歌
順
で
あ
る
が
、
他
本
は
す
べ
て
一
三
・
一
二
と
な
つ
て
ゐ
る
）
、

一
見
し
て
、
集
付
は
別
筆
（
同
一
人
と
し
て
も
後
の
も
の
）
で
は
な
い
か
と
疑
は
せ

る
。
こ
の
集
付
が
別
筆
た
る
徴
証
は
Ｂ
歌
群
と
Ｃ
歌
群
の
間
に
存
す
る
。



こ
の
や
う
に
「
建
久
五
年
五
月
二
日
」
な
る
年
紀
が
、
や
や
窮
屈
な
形
で
、

し
か
も
や
や
不
自
然
な
場
所
に
、
割
り
込
ん
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
「
建
久
」

云
々
な
る
文
言
、
他
の
第
三
類
ｂ
本
に
は
な
く
（
逆
に
、
第
三
類
ｂ
本
以
外
の
全
て
の

諸
本
に
存
す
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
、
Ｂ
歌
群
成
立
時
の
考
証
に
際
し
て
問
題
と
な
る
べ
き
も
の
だ
つ
た

の
だ
が
、
い
ま
だ
研
究
者
に
よ
つ
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
結
果
と
し
て
は
恐
ら
く
、
建
久

の
年
紀
を
疑
ふ
必
要
は
な
い
の
だ
ら
う
が
、
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
異
同
だ
つ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
）
、
恐

ら
く
後
人
（
同
一
人
と
し
て
も
後
の
も
の
）
が
他
系
統
本
と
の
対
校
に
よ
つ
て
補
つ
た

も
の
と
覚
し
い
。
従
つ
て
、
墨
付
１
丁
裏
の
み
に
見
え
る
墨
筆
に
よ
る
集
付
も
、

同
一
後
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
断
ぜ
ら
れ
よ
う
（
た
だ
な
に
ゆ

ゑ
第
１
丁
裏
の
み
集
付
を
書
写
時
に
施
さ
な
か
つ
た
か
、
と
い
ふ
問
題
は
残
る
）
。

さ
て
墨
筆
に
よ
る
集
付
は
ひ
と
ま
づ
横
に
置
き
、
朱
筆
に
よ
る
集
付
を
見
て

み
よ
う
。
朱
筆
に
よ
る
集
付
の
一
番
最
初
の
事
例
を
あ
げ
て
み
る
。

二
三
番
歌
の
集
付
で
あ
る
。
「
新
古
今
夏
ノ
阝
斎
院
侍
り
け
る

时
神
た
ち
に

て
」
と
あ
る
（
他
の
第
三
類
ｂ
本
も
同
様
本
文
の
集
付
を
持
つ
）
。
書
陵
部
Ａ
本
は
集
付
を

闕
く
が
、
同
系
統
（
第
一
類
）
で
現
存
最
古
写
本
か
と
目
さ
れ
る
益
田
勝
実
蔵
本

（
小
田
剛
編
『
益
田
勝
実
氏
蔵
式
子
内
親
王
集
（
第
一
類
本
）
三
手
文
庫
蔵
『
式
子
内
親
王
集
』
（
第
二
類
本
）
』
〔
和

泉
書
院
、
一
九
八
八
・
四
〕
に
よ
る
）
は
「
新
古
」
と
作
る
（
他
の
大
半
の
諸
本
も
同
様
）
。

以
上
を
概
し
て
い
へ
ば
、
第
三
類
は
、
［
勅
撰
集
名

＋
部
立
名

＋
詞
書
］
と

い
ふ
形
を
と
り
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は
、
［
勅
撰
集
名
（
略
称
の
場
合
も
）
］
の
み
、

と
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
集
付
だ
け
を
見
る
限
り
、
こ
の
両
者
の
よ
つ

て
き
た
る
所
以
を
を
親
子
関
係
に
求
め
る
（
精
撰

⇆

増
補
）
こ
と
は
無
論
可
能
だ

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
も
と
も
と
集
付
を
施
し
た
編
集
者
が
異
な
る
と
見
た
方
が
、

遙
か
に
無
理
は
な
か
ら
う
。

な
ほ
、
架
蔵
本
の
集
付
が
朱
筆
で
な
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
朱
筆
集

付
も
後
人
の
所
為
で
あ
る
、
と
考
へ
る
必
要
は
な
い
。
第
三
類
ｂ
本
の
他
本
も

架
蔵
本
と
同
様
の
集
付
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
架
蔵
本
の
書
写
者
が

な
に
ゆ
ゑ
墨
筆
と
朱
筆
に
よ
つ
て
二
度
の
転
写
行
為
を
行
つ
た
の
か
、
そ
の
必

然
性
な
り
意
図
は
忖
度
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
な
ら
う
。
そ
の
時
一
つ
の
示
唆
を

与
へ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
が
、
架
蔵
本
の
集
付
の
あ
り
や
う
で
あ

る
。集
付
が
朱
筆
で
書
き
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
単
に
書
写
者
の


気
ま
ぐ

れ

と
受
け
取
ら
ず
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ
つ
た
と
い
ふ
立
場
を
取

る
な
ら
ば
、
想
定
し
う
る
帰
結
の
一
つ
は
、
《
親
本
の
ま
ま
書
写
し
た
だ
け
》

と
い
ふ
考
へ
方
が
あ
り
う
る
だ
ら
う
。

考
へ
て
み
れ
ば
、
集
付
な
る
も
の
、
例
外
は
あ
ら
う
が
大
半
は
、
も
と
も
と

の
テ
ク
ス
ト
（
例
へ
ば
詠
者
自
筆
本
）
に
存
在
し
て
ゐ
た
は
ず
の
も
の
で
は
な
い
。

後
人
が
何
ら
か
の
手
段
を
用
ゐ
て
勅
撰
集
を
参
看
・
検
索
し
、
そ
の
意
味
で
は

調
査
・
研
究
の
上
で
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
つ
た
は
ず
だ
。
そ
の
後
人
が
い
ざ

集
付
を
書
き
つ
け
よ
う
と
す
る
時
、
朱
筆
を
以
て
す
る
そ
の
心
境
は
大
い
に
共

感
出
来
る
。
何
故
と
い
ふ
に
、
集
付
な
る
も
の
、
如
何
に
真
摯
な
心
持
ち
で
調



べ
書
き
つ
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
作
品
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
見
れ
ば
、
所
詮

ヽ
ヽ

ヽ


疵


で
あ
る
こ
と
、
疑
ひ
え
な
い
。
後
人
に
か
か
る
負
ひ
め
が
あ
つ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
墨
筆
で
は
な
く
、
一
見
し
て
加
注
と
理

解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
朱
筆
を
以
て
す
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。

架
蔵
本
の
朱
筆
に
よ
る
集
付
は
、
か
う
考
へ
て
く
る
と
、
極
め
て
重
い
背
景
を

持
つ
て
ゐ
る
可
能
性
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
い
ま
こ
こ
で
書
き
つ
ら
ね
た
こ
と
は

何
一
つ
実
証
を
と
も
つ
て
は
ゐ
な
い
。
あ
る
筋
道
を
立
て
て
想
像
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
可
能
性
を
示
唆
す
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
へ
て
述
べ
て

み
た
。

○

以
上
三
点
に
わ
た
つ
て
考
察
を
重
ね
て
き
た
が
、

第
三
類
ｂ
本
が
他
の
系
統
と
相
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と

は
ほ
ぼ
論
証
出
来
た
か
と
思
ふ
。

ヽ
ヽ

ヽ

な
ほ
、
こ
の
二
つ
の
補
遺
が
成
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
か
つ
て
、
拙
稿
「
私

家
集
末
尾
に
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺
を
加
へ
る
と
い
ふ
こ
と

－
勅
撰
集
の
終
焉

－
」
（
『
國
語
と
國
文
學
』
一
九
八
三
・
八
→
拙
著
『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
）
で
一
つ
の

仮
説
を
提
示
し
た
が
、
現
時
点
で
も
そ
れ
以
上
の
考
へ
は
持
ち
得
ず
に
ゐ
る
。

併
せ
参
看
さ
れ
た
い
。

四
、
架
蔵
本
そ
れ
自
身
の
特
徴

さ
き
に
架
蔵
本
に
お
け
る
朱
筆
の
集
付
を
指
摘
し
た
。
実
は
、
架
蔵
本
の
最

も
奥
深
い
問
題
は
そ
れ
で
は
な
く
、
墨
筆
に
よ
る
加
筆
な
の
で
あ
る
。
架
蔵
本

の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
一
番
歌
の
事
例
を
引
い
て
み
た
。
こ
の
図
版
で
は
や
や
分
か
り
に
く
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
「
花
ハ
今
そ
こ
は
か
と
な
く
」
ま
で
の
墨
色
と
比
べ
て
、
「
見

わ
た
せ
は
」
以
下
の
墨
色
が
、
急
に
薄
く
な
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
「
く
」
→
「
見
」
の
墨
色
の
変
化
を
熟
視
す
れ
ば
明
白
で
あ
ら
う
。

さ
て
こ
の
墨
色
が
薄
く
な
つ
て
ゐ
る
部
分
、
そ
れ
は
、
第
二
節
で
掲
げ
た
通

り
、
第
三
類
ｂ
本
で
共
通
す
る
闕
脱
箇
所
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
架
蔵
本
が

正
し
く
第
三
類
ｂ
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
来
、
持
つ
て
ゐ
る
は
ず
の
な
い
本
文

な
の
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
闕
脱
は
そ
も
そ
も
が
、
転
写
の
あ
る
過
程
で
生
じ

ウ
ル

た
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
架
蔵
本
が
闕
脱
が
発
生
す
る
前
の
、
い
は
ば
原
第

三
類
ｂ
本
の
末
裔
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
も
出
来
な
く
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
見

方
は
成
り
立
た
な
い
。
第
三
類
ｂ
本
が
共
通
し
て
持
つ
闕
脱
箇
所
、
そ
の
す
べ

て
で
、
架
蔵
本
に
お
い
て
は
加
筆
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
あ

る
段
階
で
（
も
と
も
と
の
書
写
者
な
の
か
後
人
な
の
か
は
い
ま
は
措
く
と
し
て
）
補
筆
が
な
さ

れ
た
の
で
あ
ら
う
。

た
だ
こ
こ
で
正
直
に
告
白
し
て
お
く
と
、
も
し
仮
に
、
第
三
類
ｂ
本
が
架
蔵

本
だ
け
伝
存
し
て
ゐ
た
と
仮
定
し
て
み
て
、
そ
れ
で
も
な
ほ
こ
の
（
後
述
す
る
や

う
に
、
見
た
目
だ
け
で
は
判
断
が
微
妙
な
場
合
も
多
々
あ
る
）
加
筆
を
し
か
と
見
出
し
得
た



か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
加
筆
が
第
三
類
ｂ
本
共
通
の
闕
脱
を
埋
め
る
た
め
の

も
の
で
あ
つ
た
と
想
到
し
得
た
か
、
と
い
は
れ
る
と
、
否
と
こ
た
へ
ざ
る
を
え

な
い
。
確
か
に
墨
色
の
不
自
然
さ
は
、
一
一
番
歌
に
お
い
て
は
比
較
的
露
出
し

て
ゐ
る
と
い
へ
る
が
、
他
の
加
筆
部
分
の
場
合
、
原
本
を
仔
細
に
見
て
も
な
ほ

断
定
に
憚
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
確
か
な
の
で
あ
る
。
つ
く
づ
く
、

同
系
統
本
の
存
在
の
有
り
難
み
を
痛
感
す
る
思
ひ
で
あ
る
。

○

こ
れ
は
あ
ま
り
本
質
に
か
か
は
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
一
応
の
指
摘
に
と

ど
め
た
い
。
架
蔵
本
最
末
尾
は
以
下
の
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。

「
こ
れ
も
ま
た
」
は
『
新
続
古
今
集
』
雑
中
・
一
九
三
三
に
見
え
る
式
子
歌
。

大
多
数
の
諸
本
も
こ
の
歌
が
巻
末
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
こ
ろ
が
架
蔵
本
に
は
そ
の
左
上
に
、
明
ら
か
な
別
筆
で
以
下
の
や
う
な
書

き
込
み
が
存
す
る
。

お
の
ゝ
〔
の
→
え
〕
の
朽
し
む
か
し
ハ

遠
け
れ
と
有
し
に
も
あ
ら
ぬ
卋
を
も
ふ
る
哉

―

述
懐
の
心
よ
み
給
へ
り

※
「
お
の
の
え
の
」
歌
（
三
二
五
）
は
、
架
蔵
本
に
既
に
存
す
る
。

『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
六
七
二
。
Ｄ
歌
群
と
し
て
増
補
さ
れ
る
べ
き
歌
順

と
し
て
は
、
こ
の
位
置
が
正
し
く
、
詞
書
も
こ
の
本
文
が
正
し
い
。
従
つ
て
、

「
述
懐
の
心
よ
み
給
へ
り
」
な
る
注
記
（
と
断
ず
る
に
は
い
ま
少
し
考
証
が
必
要
な
の
だ

が
）
は
、
（
何
ら
か
の
撰
集
に
お
け
る
）
詞
書
を
指
摘
せ
ん
と
す
る
意
図
の
も
と
に
な

ヽ
ヽ

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
、
一
首
全
体
の
読
み
を
示
さ
う
と
し
た
も
の

な
の
で
あ
ら
う
。

五
、
第
三
類
ｂ
本
の
位
置
付
け

小
論
を
閉
づ
る
に
際
し
、
第
三
類
ｂ
本
全
体
の
系
統
樹
に
お
け
る
位
置
付
け

を
述
べ
て
お
き
た
い
。

上
文
で
、
第
三
類
ｂ
本
の


異
本
性


を
指
摘
し
て
来
た
。
そ
れ
は
確
か
に

そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
で
は
、
家
集
の
根
幹
を
成
す
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
歌
群
に
お
い

て
、
第
三
類
ｂ
本
と
他
本
が
決
定
的
に
相
対
立
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
根
深
い

異
本
関
係
に
あ
る
、
と
い
へ
る
の
か
。
私
見
に
よ
る
限
り
、
恐
ら
く
さ
う
で
は

な
い
だ
ら
う
。
徴
証
を
二
点
提
示
し
た
い
。

①
Ｂ
歌
群
・
秋
部
の
歌
数
・
注
記



こ
れ
は
Ｂ
歌
群
の
秋
廿
首
の
箇
所
で
あ
る
が
、
「
一
首
多
シ
」
と
注
記
が
加

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
事
実
、
秋
部
は
二
十
首
で
は
な
く
二
十
一
首
の
歌
を
持
つ
。

し
か
も
こ
の
こ
と
は
、
他
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
少
な
く
と
も

Ｂ
歌
群
に
お
い
て
は
、
秋
部
二
十
一
首
と
い
ふ
変
則
的
な
歌
数
を
持
つ
特
定
の

あ
る
一
本
に
遡
及
し
る
う
こ
と
を
、
こ
の
事
実
は
示
唆
し
て
ゐ
る
と
解
さ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
根
源
的
に
は
、
Ｂ

＝

B'

だ
つ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
を
以
て
、
第
三
類
ｂ
本
と
他
本
を
根
深
い
異
本
関
係
に
あ
る
、
と
は

考
へ
ら
れ
な
い
一
つ
の
徴
証
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

②
Ｂ
歌
群
・
一
八
〇
～
一
九
二
の
闕
脱

第
二
節
で
触
れ
た
や
う
に
、
第
三
類
ｂ
本
は
一
致
し
て
一
八
〇
～
一
九
二
番

歌
を
連
続
し
て
闕
く
。
し
か
も
、
闕
脱
部
分
の
冒
頭
に
、
以
下
の
や
う
な
注
記

が
添
へ
ら
れ
て
い
る
。

※
架
蔵
本

此
次
雑
ノ
阝
之
始
迄
本

ニ

ナ
シ
写
本
如
此

※
竹
柏
園
文
庫
本

此
次
雑
の
部
の
初
ま
て
本
に
な
し

※
桃
園
文
庫
Ｅ
本

此
次
雑

ノ

部
之
始
迄
本

ニ

な
し

※
森
文
庫
本

こ
の
闕
脱
が
ど
の
や
う
な
経
緯
で
発
生
し
た
か
、
い
ま
と
な
つ
て
は
不
明
と

ヽ
ヽ

い
ふ
他
な
い
。
従
つ
て
、
以
下
書
き
つ
ら
ね
る
こ
と
は
文
字
通
り
の
憶
測
で
あ

る
こ
と
を
、
ま
づ
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
三
類
ｂ
本
が
共
通
し
て
闕
く
一
八
〇
～
一
九
二
番
歌
は
、
Ｂ
歌
群
・
恋
部

半
ば
あ
た
り
か
ら
、
雑
部
初
め
に
か
け
て
に
位
置
し
て
ゐ
る
。
計
十
三
首
、
そ

れ
に
、
部
立
名
「
雑
」
が
一
行
分
加
は
る
。
恐
ら
く
は
何
ら
か
の
物
理
的
欠
損

が
生
じ
た
た
め
の
闕
脱
な
の
で
あ
ら
う
が
（
ち
な
み
に
い
ふ
、
物
理
的
欠
損
以
外
の
理
由

で
の
闕
脱
も
あ
り
う
る
だ
ら
う
し
、
ま
し
て
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
上
で
の
話
で
は
な
い
こ
と
は
確

認
し
て
お
き
た
い
）
、
そ
の
も
と
も
と
の
欠
損
本
の
形
状
に
関
し
て
は
、
袋
綴
・
列

帖
装
、
一
首
一
行
書
・
二
行
書
、
な
ど
の
変
数
が
あ
り
え
、
明
確
な
形
で
そ
れ

を
思
ひ
描
く
こ
と
は
難
し
い
。
仮
に
、
一
首
一
行
書
だ
と
す
る
と
、
都
合
十
四

行
分
が
物
理
的
に
闕
け
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
枡
型
本
な
ら
ば
、
一
面
七
行

書
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、
さ
き
の
前
提
「
一
首
一
行
」
が
ほ
ぼ
成
り
立

た
な
い
。

と
な
る
と
、
こ
の
欠
損
は
、
以
下
の
ケ
ー
ス
し
か
あ
り
え
な
い
や
う
に
思
ふ
。

即
ち
、
見
開
き
左
側
の
料
紙
、
の
ど
よ
り
や
や
左
側
よ
り
外
側
に
生
じ
た
も
の

な
の
で
あ
ら
う
（
次
掲
模
式
図
参
照
）
。

○
○
○
…
…
…
…
…
…
…
…
…
○
○

○
○
○
…
…
…
…
…
…
…
…
…
○
○

○
○
○
…
…
…
…
…
…
…
…
…
○
○

こ
の
欠
損
が
、
破
損
な
の
か
、
あ
る
い
は
人
為
的
な
も
の
な
の
か
（
例
へ
ば
古

筆
切
と
し
て
切
り
出
さ
れ
た
、
と
い
つ
た
如
き
）
、
も
は
や
何
一
つ
推
測
し
う
る
徴
証
は
見

出
し
難
い
。



た
だ
こ
こ
で
一
つ
想
起
す
べ
き


事
実


が
あ
る
。

な
を
さ
ら
は
み
た
ら
し
川
に
み
そ
き
せ
ん
（
一
八
四
）

い
ま
『
新
編
私
家
集
大
成
』
か
ら
引
い
て
み
た
。
底
本
は
第
一
類
の
書
陵
部

Ａ
本
。
第
四
・
五
句
を
闕
い
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
な
事
例
は
他
に
は
な
い
。
こ

こ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
欠
損
は
、
書
陵
部
Ａ
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
の
部
分
を
も
と
も
と
闕
い
て
ゐ
る
第
三
類
ｂ
本
を
除
く
す
べ
て
の
諸
本
に
お

ヽ
ヽ

ヽ

い
て
共
通
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
相
当
根
深
い
欠
損
と
見
る
他
な
い
。

さ
き
に
指
摘
し
た
第
三
類
ｂ
本
の
み
に
存
す
る
十
三
首
の
欠
損
部
分
、
そ
し

て
位
置
的
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
第
三
類
ｂ
本
以
外
の
諸
本
に
存
す
る
一
八
四

番
歌
・
下
句
の
欠
損
、
こ
れ
を
偶
然
の
一
致
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の

関
係
が
あ
る
と
見
る
か
。
ど
の
み
ち
、
空
論
の
域
に
入
つ
て
来
て
ゐ
る
と
覚
し

い
の
で
、
い
ま
さ
ら
実
証
的
も
の
い
ひ
に
拘
泥
す
る
必
要
も
な
い
か
と
は
思
ふ

が
、
か
り
に
関
係
あ
り
と
い
ふ
立
場
を
と
る
と
す
る
と
、
こ
れ
は
破
損
と
考
へ

る
筋
道
が
立
ち
さ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
、
一
八
四
番
歌
・
下
句
で
の
み

発
生
し
た
破
損
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
丁
の
半
ば
を
覆
ふ
や
う
に
な
り
、
十
三
首

も
の
欠
損
を
生
ず
る
に
至
つ
た
の
だ
と
。

と
な
る
と
、
（
現
存
諸
本
の
枠
内
で
考
へ
る
と
し
て
）
根
源
的
に
見
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

歌
群
の
み
か
ら
成
る
『
式
子
内
親
王
集
』
は
、
こ
の
破
損
本
た
だ
一
本
で
あ
り
、

破
損
が
さ
ま
で
進
ま
な
い
時
期
に
Ｄ
歌
群
が
増
補
さ
れ
て
書
写
・
成
立
し
た
も

の
（

＝
第
一
・
二
・
三
ａ
・
四
類
）
と
、
破
損
が
進
ん
だ
段
階
で
ｄ
歌
群
が
増
補
さ
れ

て
書
写
さ
れ
た
も
の
（

＝
第
三
類
ｂ
）
と
に
分
か
た
れ
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
か
う
な
る
と
、
第
三
節
で
結
論
付
け
た
第
三
類
ｂ
本
の
異
本
性
を
ど

う
説
明
す
る
か
、
と
い
ふ
問
題
が
残
る
こ
と
な
る
が
、
そ
の
点
は
今
後
考
へ
を

深
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
、
小
論
で
は
か
か
る
問
題
の
存
在
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
る
。六
、
を
は
り
に

空
想
に
空
想
を
重
ね
た
き
ら
ひ
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
現
存
す
る
第
三
類

ｂ
本
か
ら
読
み
取
れ
る
系
統
樹
上
の
課
題
は
、
あ
ら
か
た
論
じ
き
れ
た
か
と
思

ふ
。
お
な
じ
や
う
な
作
業
は
、
第
三
類
ｂ
本
以
外
の
諸
本
に
お
い
て
も
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
最
も
疵
が
少
な
い
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
第
一
類
に

属
す
る
諸
本
が
、
次
な
る
検
討
課
題
と
な
ら
う
。

【
補
記
】

小
論
は
、
平
成

24

年
度
・
日
本
学
術
振
興
会
・
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

・
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「
校
勘
の
方
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号

＝
二
三

六
五
二
〇
五
〇
、
研
究
代
表
者

＝
武
井
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。


